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札幌法務局長

古　門　由　久

年頭の御挨拶

札幌土地家屋調査士会会員の皆様、新年おめで
とうございます。

皆様には、日頃から民事法務行政、取り分け、
不動産の表示に関する登記制度の適正・円滑な運
営に御協力いただいており、心から感謝申し上げ
ます。

法務局は、これまで不動産登記法などの法令改
正や新登記情報システムの運用・改修など、様々
な変革を重ねてきました。そして現在は、これか
らを見据えて新しい法務局を最大限機能させるた
め、種々の事業を遂行していく所存であります。

さて、昨年 ４ 月に着任して以来 ９ か月が経過し
ました。平成２３年 ３ 月に発生した東日本大震災か
らの被災地域の復興は、まだまだ進んでいないと
いうのが実情ですが、民事法務行政の一端を担う
者として、倒壊した家屋の滅失登記、境界の復
元、地図の修正等々、被災地域の要請と期待に応
えなければなりません。そのためには、表示に関
する登記の専門家である皆様の御理解と御協力が
不可欠であることはいうまでもありません。引き
続き御支援をよろしくお願いします。

ところで、平成１８年から施行されている「筆界
特定制度」は、当局管内において、適正迅速に処
理されており、筆界調査委員となっておられる土
地家屋調査士の皆様の御尽力に厚く御礼申し上げ
ます。

同制度については、今なお潜在的な需要が多数
あると思われますので、そのPRにも力を注いで
いるところです。会員の皆様には、この趣旨を御
理解いただき、これまでにも増して御協力をいた
だきますよう、お願いいたします。

また、登記所備付地図の整備については、昨年
６ 月１４日に閣議決定された「経済財政運営と改革
の基本方針」の中にも、都市部における地籍整備
を推進することが盛り込まれておりその重要性が
広く認識され、各方面から高い注目を集めていま

す。
現在、当局で実施している作業についても、会

員の皆様の御協力により、順調に進んでおりま
す。

次に、昨年 ６ 月 １ 日及び１０月 ６ 日に開設した
「法務局休日相談所」については、札幌法務局内
の相談所において延べ８７３名の利用があり、相談
者から多くの感謝の言葉をいただいたところで
す。当日は休日であるにもかかわらず、札幌土地
家屋調査士会の御協力の下、多数の会員の皆様に
御尽力をいただき、厚く御礼申し上げます。今後
も、地域住民のニーズに応えるため、開催を計画
しておりますので、御配意をよろしくお願いいた
します。

さて、オンライン申請の利用促進について、お
願いがございます。

昨年 ６ 月に、世界最先端IT国家創造宣言が閣
議決定されたところです。この新計画において
も、不動産登記申請は、引き続き重点的にオンラ
イン利用促進を図ることとされており、あらゆる
機会を捉え、利用率の向上に種々の工夫をしてい
るところです。

しかしながら、全国的に見ると、当局のオンラ
イン利用率は必ずしも高いとはいえない状況と
なっております。

つきましては、会員の皆様におかれましては、
登記のオンライン申請の積極的な利用につきまし
て、更なる御協力をお願いいたします。

最後になりましたが、札幌土地家屋調査士会会
員の皆様の御多幸・御活躍と札幌土地家屋調査士
会のますますの御発展を祈念申し上げまして、新
年の御挨拶とさせていただきます。
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桑　田　　　毅
札幌土地家屋調査士会会長

新年のご挨拶

新年明けましておめでとうございます。
会員の皆様にはご家族ともに健やかに新春をお

迎えのこととお慶び申し上げます。
また平素より札幌土地家屋調査士会の会務運営

にご理解とご協力をいただき心から感謝申し上げ
ます。　

昨年の国内は東日本大震災の傷跡がいまだ大変
深く今後も長い道のりが予想されます。また台風
や大雨等による自然災害も各地で甚大な被害をも
たらしました。被害に遭われた方には心からお見
舞い申し上げ早期の復興を心から祈念します。

各地の災害に鑑みて北海道における士業の「防
災ネットワーク」を構築すべく、札幌土地家屋調
査士会が札幌弁護士会と共に提案して「六士会」
を構成している北海道税理士会、日本公認会計士
協会北海道会、（公社）北海道不動産鑑定士協会、
札幌司法書士会と連携し協議を続け、その後北海
道行政書士会も加わり「札幌地域災害復興支援士
業連絡会」として政令指定都市である札幌市と防
災協定締結に向けた準備を進め、今後は北海道全
域に活動範囲を広げる予定です。

また国内経済は第二次安倍内閣において掲げた
一連の経済対策（いわゆるアベノミクス）が一定
の成果をあげているとして、さらなる経済対策と
財政の健全化のために本年 ４ 月から消費税の増税
が行われることが決定しており、今後与えるさま
ざまな影響に期待とともに注視したいと思いま
す。

明るい出来事は ６ 年後２０２０年のオリンピック、
パラリンピックの東京での開催が決定しました。
最終プレゼンテーションでのスピーチには、日本
中、また世界の方々が感動しました。また富士山
が世界遺産に登録され、長嶋、松井両氏が同時に
国民栄誉賞を受賞された事も記憶に新しいと思い
ます。

さて土地家屋調査士を取り巻く環境も、司法制

度改革をはじめとするさまざまな制度の改革、ま
たいわゆる電子政府の推進による不動産登記法、
土地家屋調査士法等一連の改正により大きく変化
しています。

平成１４年の土地家屋調査士法の改正では、会則
から報酬規定が削除され、また土地家屋調査士試
験科目が見直されました。

平成１６年の不動産登記法の大改正では電子情報
処理いわゆるオンライン登記申請が可能となり翌
１７年には不動産登記法、土地家屋調査士法等の二
次改正へと続きました。

土地家屋調査士法等の二次改正によって筆界特
定制度の誕生があり、また民間紛争解決手続代理
業務の創設により、同法第 ３ 条が大きく改正さ
れ、土地家屋調査士の専門的知見が最大限に活用
される事業として、不動産登記法第１４条地図作成
作業や国土調査法に基づく地籍整備事業にも参画
するとともに、今後も大きな期待が寄せられてい
ます。

札幌市長に対して一昨年１０月に札幌市が実施し
ている「地図整備事業」区域の筆界未定地の解消
に土地家屋調査士を活用いただくよう要望書を提
出し実現を目指した事業が、昨年は実際に ２ 箇所
について受注する事ができ本事業を通じても土地
家屋調査士の職能をもって社会に貢献する事が可
能となりました。

また裁判外紛争解決手続の利用の促進に関する
法律、いわゆるADR法の施行を受けて現在は全
国５０の各土地家屋調査士会すべての会に境界問題
の解決のための機関が設置され活用されておりま
す。日本土地家屋調査士会連合会でもこのことを
機会に「境界紛争ゼロ宣言」として全国発信する
予定であります。

さらに法務省所管でありますが筆界特定制度に
おける筆界調査委員として当会より５１名がその職
能を発揮しております。
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今後は土地の境界をめぐる紛争を解決する事を
目的とする両制度が互いの特徴等を踏まえて協
力、連携する事でさらに利用者の利便性に応えて
いくものと考えます。

会員各位には今後も自然環境や社会、経済の状
況を注視し、土地家屋調査士の制度また業務の環
境にも常に国民の利益となるようしっかりと対応
していかなければなりません。

また会員一人ひとりが高い倫理観を持ちその職
能を発揮し、有資格者として、また一人の人間と
して大きな夢と希望を持ち先人を敬い、人を愛
し、後輩を育てる人間とならなければならないと
考えております。

会務運営にあたって少数の役員のみでは３００余
名の会員の意見集約は充分でないと考え一昨年度
より行ってまいりました会員の皆様への事務所訪

問はその後入会した新入会員の皆様も含めて、現
在も継続して行っています。幅広い御意見や要望
などを充分検討させていただき、今後の会務にさ
らに役立てたいと考えています。

札幌土地家屋調査士会は土地家屋調査士制度の
長い歴史に誇りを持つとともにより一層の研究、
研鑚を重ね、高い倫理観のもと社会の期待でもあ
る「不動産の表示に関する登記手続の円滑な実施
に資し、もって不動産に係る国民の権利の明確化
に寄与する」ことを目的として本年も事業を推進
してまいります。

結びに、会員各位の一層のご健勝と今後の活躍
を心より祈念申し上げ新年のご挨拶といたしま
す。
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前　田　登輝夫
公益社団法人札幌公共嘱託登記土地家屋調査士協会理事長

新年のご挨拶

新年明けましておめでとうございます。
皆様におかれましては穏やかな新年を迎えられ

たこととお慶び申し上げます。
平素より調査士会並びに関係各官公署の皆様に

は、当協会に対しまして、ご理解とご協力を賜り
厚く御礼を申し上げます。

昨年の日本列島は、記録的な猛暑と豪雨に見舞
われた一年であったかと思います。

地球温暖化現象による影響とも言われておりま
すが、そのことが起因とすれば人間行動力による
結果と言わざるを得ないのではないでしょうか。

また日本経済が低迷する中、安倍政権が誕生し
て １ 年余になりますが、様々な政策を掲げ再建へ
の道へと進んでいる訳ですが、その結果について
は、未知数でありますが大いに期待をしたいと思
います。

さて、当協会におきましては、昨年 ４ 月公益社
団法人として新たな出発をしたわけですが、これ
までご理解、ご協力いただきました全ての皆様に
改めて感謝を申し上げます。

組織改革がなされた今、今後の当協会の運営に
ついては、公益法人としての使命感と責任の重さ
を感じているところであり、より一層の公益性と
同時に組織の内部統治の適正化を求められ、協会
一丸となって邁進する所存ですので、今まで以上
のご支援を賜りますようお願い申し上げます。

調査士の民間業務の受託が停滞している中、当
協会にかかる期待と責任を感じておりますが、現

在の当協会の業務においても同様であり公共調達
の拡充が急務であるとの認識を致しております。

当協会の根幹となっております法務局備付地図
作成作業とともに、土地家屋調査士の本来業務で
ある土地家屋調査士法第 ３ 条業務の官公署からの
発注を望むところであり、各官公署にはご理解の
うえ適正なる発注・委託を期待したいと思いま
す。しかし、一般社団法人の協会、調査士法人な
ど、調査士間での競合問題等、公嘱協会の抱える
問題は少なくありません。

当然のことながら我々公嘱協会においては国民
の為、公共の為との認識を持つことが必要であ
り、技術的な信頼関係を構築することも必要で
しょう。

社会の大きなうねりの中、当協会も転換期を迎
えるにあたり、昭和６０年協会設立以来、来年は３０
年の節目の年を迎えようとしております。これま
で多くの諸先輩が築き上げてこられた協会の灯を
絶やすことなく更なる発展をさせるべく努力をし
ていきたいと思います。

今後も、土地家屋調査士会、政治連盟と連携を
とり、国民及び関係各官公署への調査士業務の発
信力と啓発活動の強化に取組む所存ですので、ご
理解とご協力そしてご支援をお願い申し上げま
す。

最後に平成２６年が輝かしい明日になりますよ
う、そして皆様の益々のご活躍とご多幸を祈念申
し上げまして新年のご挨拶といたします。
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大　場　英　彦
札幌土地家屋調査士政治連盟会長

新年のご挨拶

札幌土地家屋調査士会会員の皆様、新年明けま
しておめでとうございます。

皆様におかれましては健やかに新春を迎えられ
たこととお慶び申し上げます。

また、札幌土地家屋調査士政治連盟会員の皆様
には、平素より政治連盟の活動に関しご理解とご
協力をいただいていることを心より感謝申し上げ
ます。

私は、昨年 ３ 月２８日に開催されました、札幌土
地家屋調査士政治連盟第１３回定時大会におきまし
て会長に選任されました。これから二年間、札幌
土地家屋調査士政治連盟役員と伴に、政治連盟と
しての活動を積極的に行っていきたいと思いま
す。

政治と言うことで、自分には疎遠だと思ってい
る札幌会会員の方ももいらっしゃるようですが、
土地家屋調査士政治連盟の目的は、政治連盟の規
約で「土地家屋調査士制度の充実・発展のための
政治活動を行うことによって、土地家屋調査士の
地位の向上を図るとともに不動産登記制度及び国
民の権利擁護に寄与することを目的とする。」こ
ととされています。

札幌会会員の皆さんにお伝えしたいのは、政治
連盟は選挙活動をする団体ではありません。土地
家屋調査士制度、不動産表示登記制度の充実、発
展のためにする活動に政治的な助力を必要とする
場合はその協力をするというのがその役割だと考
えています。

昨年の秋にアメリカでのデフォルトが随分と問
題になりましたが、市場は茶番劇と看做していた
ようです。しかし、他国への影響を考えない、自
国の都合のみを考えた、デフォルトを武器に使う
こと自体が基軸通貨をもつ大国としてあってはな
らないことだと思います。

日本人は他人への迷惑ということを嫌います。
ルース・ベネディクト女史が有名な「菊と刀」で
言っているように、日本は「恥の文化」であり、
我々は、自分の行動が社会的に恥ずかしくないか
を問題とします。

日本の「ものづくり」は今や世界最高と評価さ
れています。その製造の管理システムに注目され
がちですが、私は、「おもてなし」に通じる他人
を思いやる心、他人のために努力する精神がその
根本にあると思います。ものづくりにおいて、ど
うすれば使う人が便利か、それを想像し客観的立
場から考えることが今日の日本製品のみならず、
日本的なサービスシステムの高い評価につながっ
ていると思います。

ルース・ベネディクト女史が終戦直後に指摘し
た日本人の社会規範への思いは、１０年前まではそ
のまま通用していたでしょう。まさにピークの日
本製造業ですが、残念ながら、その利点は薄れつ
つある、すなわち、各自が権利のみを主張し、義
務や役割を避ける風潮が昨今の日本社会の流れで
もあると感じます。

　　
他人任せにして、自分たちで何かをしなけれ

ば、それぞれが役割を分担しなければその制度の
発展は有り得ません。

札幌土地家屋調査士会と言う３００数名の狭い業
界の拡充を行うためには、各会員が団結、役割を
こなしてこそやっと維持ができます。義務を果た
さず果実のみ享受する訳にはいけません。

民主主義の政治が基本ルールとして多数決の論
理をベースにしても、一般的に馴染みのない事項
を検討するためには、それを議論とする場に登場
させる必要があります。

今日、日常的にどれほどの人々にとって登記制
度は関係するでしょうか。例えば、地方主権の推
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進の中に、法務局の地方移管が含まれていること
に、どれほどの人が気にしているでしょう。

それを、社会の規範、ルールの作成の場の俎上
に載せる事が土地家屋調査士にとっては必要で
す。

昨年の我が札幌土地家屋調査士政治連盟の具体
的な活動は、「佐藤英道衆議院議員」をはじめ多
くの公明党議員との政策懇談会（国会議員、道議
会議員、市議会議員）、「船橋利実衆議院議員（自
民党）激励会」や「高橋克朋（自民党）札幌市議
会議長就任祝賀会への出席」、「小川勝也参議院議
員（民主党）会談」、「自民党札幌支部連合会　政
経セミナーへの出席」、「柿木道議会議員自民党幹
事長就任表敬訪問」、「高橋みほ衆議院議員（維新
の会）会談」や、札幌市議会土地家屋調査士議員
連盟との勉強会等を行ってまいりました。　　

さらに、日本全国の土地家屋調査士の政治に関
して特筆すべきこととしては、昨年 ７ 月に行われ
た参議院選挙で、土地家屋調査士として初めて千
葉県の豊田俊郎会員が国会議員に選出されまし
た。

愛知会の西本孔昭日本土地家屋調査士会連合会
元会長が土地家屋調査士制度の歴史について説明
する度に、土地家屋調査士、不動産登記法に関わ
る法整備、制度の充実について国政の場で説明す
る際、政治連盟が発足してからはそれ以前とは全
く対応が違ってきたと言われます。

会員それぞれが出来うる限りの役割を担うこ
と、これからますます社会への政治の役割は増す
ものと思われます。今後も、札幌土地家屋調査士
政治連盟へのご協力をお願いいたします。
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レビン　小林　久子九州大学大学院法学研究院教授

～真の問題解決のためにADR制度のできること～
境界紛争解決への提言

ほっかいどう地図・境界シンポジウム2013� 平成２５年 ３ 月１９日

講師紹介
群馬県出身。ニューヨーク大学院、ロングアイ

ランド大学院を卒業後、ニューヨーク州立ブルッ
クリン調停センターにおいてボランティアとして
調停活動に携る。２１年間のニューヨーク生活の
後、現在は九州大学大学院法学研究院教授。大学
院では法文化学の講座及び紛争管理・調停技法を
専攻。

講演
本日は境界紛争解決への提言と題しまして、私

は元調停人でございますので、調停の利用拡大を
念頭にその必要性について、「今、なぜ同席調停
か」というタイトルの下に、お話しをさせていた
だきます。話の内容を簡単にまとめますと、基本
的視座といたしましては、調停と社会、あるいは
法と社会の相互関連、言い換えますと、法が変わ
れば社会も変わる、社会が変われば法も変わると
いうことですが、そうした観点に立ちまして三点
ほど皆様にお話しし、現代社会において調停が必
要とされている事実についてご理解いただければ
大変幸いです。

その三点とは、一つは法的枠組みを外して調停

を考える必要性、二つ目は現代社会が同席調停と
その技法を必要としている事実について、第三番
目としては皆様が調査士として、かつ社会人とし
て同席調停を実践する利点についてというもので
す。

Ⅰ．法的枠組みをはずして調停を考える必要性

Ⅰ. a．解決方法の変遷
まず、最初のスライド（スライド＃ １）に問題

解決方法の変遷とありますが、紛争の解決方法は
基本的にはこの三種類に分けられます。第 １ の方
法は強制です。その反対は諦め、つまり抵抗せず
事態を受け入れるという方法です。この方法の決
定要素は「パワー」です。パワーは肉体的パワー、
戦略的パワー、財力的政治的パワー等複数ありま
すが、強制という方法は自らのパワーを使い、
戦って問題の決着を付けるというものです。昔は
日本でも群雄割拠した時代がありましたが、パ
ワーによる解決は一方が１００パーセント勝ち、他
方が１００パーセント負けるというケースが多く、
負けた方は滅亡の危険さえあります。

第 ２ の方法は、中立な第三者に裁断を仰ぐとい

第一部講演　「今、なぜ同席調停か：発展の歴史と将来の展望」

【スライド＃１】
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うものです。これは裁判とか仲裁という形で現在
も使われています。この方法の決定要素はパワー
ではなく「証拠」です。しかしこの裁断を仰ぐと
いう方法も、結果的には勝敗を決める方法であ
り、敗者はそれなりの処罰を科せられます。滅亡
するということはありませんが、負けた者には恨
みが残ります。これらの解決方法に対し、「納得」
という形で解決を図ろうとする努力が５０～６０年代
の米国で生まれました。これが第 ３ の方法です
が、その決定要素はお互いの理解であり、その結
果は、win-winという形になります。

以上、 ３ 種類の解決方法をご紹介いたしました
が、現代では、普通、専門家でない限り、争いの
解決方法と聞くと、まず、第 ２ 番目の裁断を仰ぐ
という手段を思い浮かべる方が多いようです。調
停もその中に含まれることがありますが、現代の
同席調停では当事者が調停人に裁断を仰ぐという
ことはありません。そうではなく、話し合うこと
でお互いに納得できる合意を作ろうとするので
す。が、ここで考えていただきたい点は、なぜそ
のような納得を土台にした解決方法が必要になっ
たのか、言い換えると、なぜ裁断を仰ぐ方法では
十分ではないのかという疑問です。

Ⅰ. b．納得を土台にした解決法について
その理由はやはり ３ 点ほどございまして、一つ

は、法や規律による解決では感情面に十分な対処
ができないという事実が明らかになったこと、つ
まり、争いの解決においてもっと感情的な面を
フォーカスして話合うことが必要ではないか、と
いう認識が５０年代、６０年代の米国で意識され始め
たということです。

Ⅰ. b. ⅰ．争いにおける感情的側面
では争いにおける感情的側面とは具体的にいう

とどのようなものでしょうか。スライドの＃ ２を
ご参照ください。それは三点あり、そのひとつ
は、否定的な当事者の意識です。当事者というの
はお互いに対して非常に強い不信感を持っていま
す。かつて、同じ部屋で同じ空気を吸って話し合
うのも嫌だとおっしゃった方がおられましたが、
そのくらい相手に対する嫌悪感が強いのです。そ
れと同時に当事者は苦しんでいます。相手と同じ
部屋の空気を吸うのも嫌だというほどの憎しみを
抱えている人が、日々の暮らしの中で幸せかとい
うと決してそうではありません。その人も大変辛

い気持ちでいることが察せられますが、調停とは
そういう激しい敵対感情がぶつかり合う話し合い
なのです。当然ながら、判決で白黒がつけられた
からといって、すぐにその気持ちが収まるわけで
もありません。勝者になってもやはり不愉快さは
続いているといえ、その辺をきちんと整理してお
かないと後々問題が再発する恐れがあります。

次に感情的側面の第 ２ として特異性がありま
す。この特異性は、換言すると、当事者は法と感
情の狭間で揺れているという意味になります。私
の経験では、当事者はほとんど正しい解決とは何
なのか察しています。要するに、１００万円借りた
ら１００万円返さなければいけないことを知ってい
るのです。境界紛争で言えば、境界は、自分では
なく相手が主張している方が正しいのではないか
ということを何となく感じているはずです。感じ
ているのですがそれを受け入れられない、あるい
は受け入れたくないということで苦しんでいるの
です。完全に自分が勝者だ、あるいは完全に自分
が敗者だと確信する当事者は調停には来ません。
そういう当事者は、裁判や仲裁などの方法でさっ
さと片付けてしまいます。簡単に片付けられない
何かがあり、それで悩んでいるのが調停の当事者
なのです。

１００万円借りた人は１００万円返さなければいけな
いことは知っています。しかし１００万円返したく
ない、なぜなら１００万円貸した時のあの人の私を
馬鹿にした目つきが許せないとか、娘の嫁入り支
度でその１００万円を使いたいのだというような理
由があり、それで心が揺れているのです。そんな
当事者に対し、１００万円借りたのだから返すのは
当然でしょうと説教したところで意味はありませ

【スライド＃ ２】
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んし、そういう判決を出しても守られないでしょ
う。肝心なことは、その人がどれほど悩んでいる
かを率直に話していただき、それを聞いた相手が
どう出るか、その辺をしっかり仲立ちすることで
す。それが納得を土台にした調停であり、そうい
う仲立ちはやはり裁判では難しく、ここに法律の
枠組みを外れる必要性が浮んできます。

最後の特定性というのは、調停では参加者の果
たすべき役割と話す内容が決まっているというこ
とです。よく言うのですが、調停人はおしゃべり
をするために当事者と同じ部屋にいるわけではあ
りません。当事者も同様です。一方の当事者は申
立人として、相手に申し立てをする役割を負って
話し合いに来ており、他方は他方で、その申し立
てを聴き、それに返答するという役割を担って来
ています。調停人の役割はその二人の仲介をする
ことですが、当事者も調停人も、それぞれが特定
の役割を与えられていることが調停の特徴です。
加えて、調停では話合いの結果として和解という
特定の形が求められるという点も、もう一つの見
逃せない特徴です。

Ⅰ. b. ⅱ．社会の変化と自己主張する市民
社会の中で納得を土台にした解決方法が必要に

なった理由のふたつ目として、社会の様相そのも
のが変わったという事実が挙げられます。その意
味は、現代社会には、解決が難しい、解決しても
意味のないタイプの争いが非常に多く生じている
ということです。卑近な例としては学校内のいじ
めや家庭内紛争が挙げられますが、こうした争い
は勝敗をつけたところで問題解決とはなりませ
ん。この点、いじめや家族間の争いを見聞きする
につけ、裁判ではない、何か別の形で解決をしな
いといけないのではないかという声が聞かれるよ
うになってきたのも当然ではないでしょうか。

社会の中で納得を土台にした解決方法が必要に
なった理由の第 ３ としては、現代では市民が主張
することを恐れなくなったという事実がありま
す。この傾向は、日々、土地や境界紛争を通して
依頼人と接しておられる会場の皆様はすでに察し
ていらっしゃると思いますが、実際、現代人は良
く自己主張をします。しかも、それに反比例して
政治、つまり行政ですが、強制力を失ってきてお
り、こうした状況を認識するにつけ、当事者の主

張を抑えるのではなく、できるだけ多く発言して
もらい、そのうえでコンセンサスを形成していく
という姿勢が必要になってきたことが実感されま
す。

以上、現代社会の変化として①法律では当事者
の感情面に対処しにくいことが分かったこと、②
勝敗を付けても意味の無い争いが増加したこと、
そして③当事者が自己主張することを恐れなく
なったことの ３ 点をあげましたが、かつてハロル
ド・バーマンというアメリカの法制史学者は、西
洋の法律家は社会の変化を感知し、市民の声を聴
き、それを法律に反映させ、新たな社会倫理を構
築することで社会を指導してきたと書いています
が、紛争解決の世界でも、そうした変化を認識
し、それに答えるための新しい解決方法の開発が
求められました。そしてそれを具現したのがアメ
リカの同席調停です。当事者を尊重し、自由に発
言できる環境を提供するという同席調停の理論的
骨子は、それをよく表しています。

Ⅱ．現代社会の要求を満たす同席調停

Ⅱ. a．同席調停の理論的骨子
同席調停の理論的骨子は、スライド＃ 3が示す

【スライド＃ 3】
ように三点あります。まず解決の個人化です。こ
れは、個人的な解決は、もしその個人が自分達の
問題を自分達で解決しようとした場合、その解決
は法律に先んじても良いのではないかという考え
方です。だからと言って、もちろん、当事者は何
でもやっていいというわけではありません。そこ
にはおのずから三つの規制がかかっています。第
一の規制は基本的に公序良俗、犯罪に加担するよ
うな解決はするべきでないということ、次に話し
合いに参加していない人に多大な影響を与えるよ
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うな解決はしてはいけないということがありま
す。その場合は調停人として話し合いを中断し、
その第三者を話合いに招聘し、その人も入れて話
し合いをし直します。つまり、その場にいない人
に関する事柄の決定を、その人が不在のまま行っ
てはいけないという意味です。例えばある企業の
社長と専務が、事業が旨く行かなくなったので計
画倒産をしましょうと話し合ったとします。その
時、社員は数人いますが、彼らには何も知らせ
ず、倒産後、皆大人なのだから自力で何とか遣り
繰りしていってもらいましょう、というような合
意をまとめてはいけないということです。さら
に、話し合いの場にいても何らかの理由から自分
の権利をきちんと守れるような精神状態にない
人、例えば非常に興奮して上手く物が考えられな
い当事者、幼い子どもで何が行われているかよく
分からない、あるいはお年寄りで状況がよく掴め
ないという方、つまり話し合いに参加していても
きちんと自分の意見を言えない状態の人がいた
ら、その場合もそのまま合意を作るべきではない
といわれています。

次に当事者主体と相互尊重、また多文化と多様
性についてですが、この ２ 点は相互関連している
ため、まとめて説明させていただきます。先ほど
申し上げたように、米国のADRは当時の米国社
会の状況を反映してでき上がったものです。と申
しますと、それでは、ADRの発生を促した当時
の社会的状況というのはどのようなものなのか、
という疑問が浮かんできます。ADRは１９７０年代
から多用され始めた解決方法ですが、調停の本格
的な利用は９０年代半ばからはじまりました。現
在は調停がADRの代名詞のようになっています
が、その萌芽はすでに１９５０年代６０年代のアメリカ
社会に認められます。

Ⅱ. b．アメリカの社会的変動
日本でも第二次世界大戦後に平和を求める声が

強く聞かれましたが、アメリカでも、特に、戦
中、戦後を通じて戦災を免れるために非常に多く
のヨーロッパ人が米国に渡ったという事実から、
平和に対する思いは強いものがありました。１９５０
年代には平和に関する研究が進み、６０年代になる
と反体制運動が起り、市民の争いに対する理解に
決定的な変化をもたらしました。当事者を尊重す
ることの重要性が認識され、それを実現するため

の新たな解決方法として調停が選ばれ、調停手法
開発が活発化し、その手掛かりとして社会心理学
の研究成果が利用されるようになったのです。

Ⅱ. b. i．平和運動
まず平和運動ですが、そこから生まれたのが、

争いというのは私達が個性を持った人間だから生
じるという認識です。一人一人が同じではなく、
個性がある者同士だからそこにはおのずと意見の
差、価値観の違い、好き嫌いの別が生まれてく
る、だから争いが起こるのだという考え方です。
ということは、この世から争いをなくすためには
私達はロボットのように個性のない、画一的な生
き物にならなければならないという結論が成り立
ちます。しかし、ロボットのようになりたい人が
いるでしょうか。誰でもが自らの個性を大切に生
きたいと考えるはずです。パラドックスは、私達
が個性ある個人として生きるということは、社会
から争いは絶えないという事実を認めることでも
あることです。しかも、争いは拡大性向という性
質を有し、個人間の小さい対立であっても、それ
をそのまま放置するとどんどん拡大し、最後には
制御不可能に陥ります。人類が続く限り無くなる
ことはない争いとその拡大性向、この現実を目前
に、それでも平和を維持するために何ができるか
を考えたとき、得た答えはひとつ、争いを拡大さ
せずに小さいうちに処理するというものでした。
そこで「紛争を管理する」という認識が芽生えた
わけです。

Ⅱ. b. ⅱ．反体制運動
次に反体制運動ですが、このなかにはアフリカ

系アメリカ人（黒人）を中心に人種的マイノリティ
が起こした公民権運動が含まれます。公民権運動
の副産物として６０年代、７０年代のアメリカでは大
暴動が幾つか起こっていますが、通常、暴動が発
生すると警官が出動し、暴徒を逮捕し、事態の収
拾を図ります。しかし暴徒を逮捕して刑務所に
送ったところで一件落着ということになるでしょ
うか。そもそも、一般市民が参加するデモにおい
て、暴徒とはいったい誰のことを指しているので
しょうか？反対に黒人を差別する白人に「反省し
ろ！」と言ったところで、反省するでしょうか。
米国市民はこの時に、社会には黒白を付ける方法
では解決できない争いがあることを理解したので
す。暴徒を、あるいは差別主義者を刑務所に入れ

5810204.indd   11 2013/12/16   20:16:24



土地家屋調査士

12 No.233

たところで事態は変わらないのです。なぜなら差
別というのは心の問題であって、彼らを身体的に
拘束したところで彼らの心が変わるとは思えない
からです。なされるべきは、暴徒たちのやるせな
い気持ちとそれに対する体制派の人々の気持ちを
お互いに伝えあうことです。答えはそれしかない
ことを悟ったアメリカの司法省は、この時調停を
導入する決定をするのですが、この決定の中に非
常に大きな価値観の転換が認められるのです。

その価値観の転換とは、争いを勝敗付けること
で解決しようという考え方を止めることです。一
見単純なようですが、この考え方は実に革新的で
あり、それまでの紛争観を１８０度転換するもので
す。今日まで、争いと聞くと、私たちは無意識に
でも、どちらが正しくどちらが正しくないかを知
ろうとします。ところが、司法省の担当者はそう
いった類の結論を出さない解決の必要性に気が付
いたのです。そのためには、当事者が自分で意見
を述べ、事情を説明し、相手を納得させ、合意を
選択していくことが大切なことは述べるまでもあ
りません。

こうして当事者による自己解決という目的が発
見され、と同時に異文化の受容というもう一つの
目的も認識されました。争いにおいて当事者が納
得する、理解するということは、相手の立場、相
手の考え方を容認することと同じです。が、容認
するということは受容することではありません。
当時の司法省の担当者が希求したのは、お互い
の差異を保ちつつ、相手を受け入れるというこ
とです。そしてそれを実現する方法として調停
を選び、その実践機関としてConflict Resolution 
Services（CRS）という部署が新設されました。

当初全米で１０８人の調停人がいたそうですが、
彼らは、いざ暴動発生と聞くと現場に急行し、暴
動の首謀者を見つけ出し、密やかに市長や警察署
長との調停を取り計らいます。しかし彼らは初め
から調停の訓練を受けていたわけではありませ
ん。ですから、調停しろと言われても、どうやっ
て実行したらいいのかよく分からないという状態
でした。その彼らが目をつけたのが社会心理学の
成果です。既に１９００年初頭からアメリカでは社会
心理学の研究が非常に進んでおり、人間の社会的
行動に関し数々の事実が発見されていました。研

究成果の中で特に役立ったのがフレイミング効果
という発見です。

Ⅱ. b. ⅲ．フレイミング効果
フレイミング効果というのは、すでに皆様は何

度も聞いてご存じだと思いますが、私達が一つの
事実を言葉で言い表す場合、その表現は一つでは
ありません。例えばコップに半分水が入っている
状態を言い表すのに、“コップにもう半分しか水
がない”という言い方と、“コップにまだ半分水
がある”という言い方ができます。コップに水が
半分あるという状況は同じですが、どちらの言い
方をするかで聞き手に与える印象は全く異なりま
す。これをフレイミング効果と呼んでいますが、
写真を入れるフレイムと同じように、言葉も一つ
の状況を説明するフレイムの役割を果たしていま
す。この研究で肝心なことは、聞き手は言葉の意
味より、言葉そのものに反応するということで
す。

例えばBさんはAさんに１００万円貸していて、
１００万円を返してほしいと思っているとします。
Aさんに１００万円返済の催促をする時に、「Aさ
ん、ちょっと思い出して。一週間前に１００万円貸
したよね。あれはどうなったのかなあ？」という
言い方と「Aさん、一週間前に１００万円貸してあ
げたけど、それっきり何も言ってこないじゃな
い、無責任だよ！」という言い方があります。
同じ１００万円の催促ですが、後者はより好戦的で
す。社会心理学の研究によると、争いを起こす当
事者というのはほとんどの場合、表現が非常に好
戦的だそうです。聞き手はその好戦的な言葉に反
応し、さらに好戦的な言葉でやり返すのです。調
停人たちはその事実に着眼し、例えば「Bさんと
しては、Aさんとお貸した１００万円の返却につい
てお話ししたいということなのですね」と言い換
えていく手法を開発したのです。

ところがこの技法を一生懸命実行していると、
ある思いもしなかった副産物が生まれて来たので
す。それは話し合いの中で法律や規則を持ち出す
必要がなくなったということです。当事者の話
を聞きながら、調停人は、当事者のどんな言葉
が否定的なのか聞き取ろうとします。すると、
法的思考、例えば、Aさんの行為は法の何条に違
反するかと考えることがなくなります。それにさ
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らにもう一つの驚きが加わりました。それは、当
事者の否定的な言葉を肯定的に言い換えていくう
ちに、話し合いの中で当事者がリラックスし、場
が和むようになってくることです。その結果、こ
れまで私達が何百年となく用いてきた問題解決の
方程式、つまり「このような行為が行われた、そ
の証拠はこれだ、その行為は法を破る行為と認め
られ、その罰はこうなる」を利用しなくても済む
ようになったのです。結果として法的思考ではな
く、相互尊重と共感に基づいた話合いができるよ
うになったのです。

７０年代に入りますと、さすがに暴動も下火にな
り、調停人の出番も少なくなりました。しかし調
停人達は、自分達が何か素晴らしいものを創り出
したという自負がありましたので、調停をこのま
ま廃れさせてはいけないと考えたのです。そうし
て始めたのが隣人調停だと言われています。当時
アメリカは多文化主義とか多様性といった概念が
注目されるようになっていました。それは、私達
がお互いに、個性だけでなく習慣や暮らし方でも
異なっていることを受容する思想ですが、当事者
の気持ちを尊重する同席調停は、そうした概念と
相性がいい解決方法です。ご承知のように７０年代
まではアメリカは一つの文化、いわゆるワスプ
（WASP）といわれる白人キリスト教徒の価値観
を仕法する国でした。それが、移民の国に相応し
く、真に多文化を肯定する国へと変容していった
のです。

Ⅲ．日本で同席調停が求められる理由

長々とアメリカの状況についてお話ししました
が、ではひるがえって日本の状況に眼を向けてみ
ましょう。と申しますのも、今日の日本も６０年代
の米国と同じように、大変不確実性の高い社会に
なっていると思われるからです（スライド＃ 3を
参照）。例えば住民参加という言葉が行政のキー
ワードとしてよく聞かれます。日本は民主主義の
国ですから、民主主義のもと、市民は各種団体を
構成し自らの主張を政治に反映させるべく声を高
めています。しかし、こうした状況の裏を返せ
ば、社会的混沌、ケオス（chaos）が進んでいる
とも考えられます。

加えて急激なグローバル化も既存の価値に疑問
を投げかけ、不確実性を高める原因となっていま
す。それは急激なだけでなく、私たちの暮らしの

非常に深いところで生じているという点から住民
参加より深刻な影響を与えているといえるかもし
れません。グローバル化は、私たちが、ただ単に
海外に行き、数日間過ごし、その国のご飯を食
べ、人々と接触したということではありません。
この北海道でも既に外国人が土地やマンションを
購入していると聞きますが、現実に、お隣さんが
外国人だという方も少なからずおられると思いま
す。あるいは自分の娘や息子が海外留学し、その
国の女性や男性を伴って帰国したという方もおら
れるでしょう。要するに、グローバル化とは、私
たちの暮らしの中で特別であるべき海外の習慣や
習わしが日常化しつつあるということです。

そうした異文化との親密な接触は、私たちに、
否が応でも日本人としての暮らしを見直すことを
促します。つまり自分がどういう暮らしをしてい
るのか、どういう行動をとるべきか、どういうマ
ナーが正しいのか、どういう意見を持つべきかに
ついて常に懐疑し、自問するようになるのです。
コミュニティの崩壊ということが言われて久しい
今日ですが、グローバル化はコミュニティではな
く個人の暮らし方を崩壊させかねないといえま
しょう。

Ⅳ．まとめ

すでにお話ししたように、約５０年前、アメリカ
も現代の日本が経験しているのと同じような困難
を、規模は違いますが、経験いたしました。それ
をアメリカ市民は、同席調停という方法を利用す
ることで乗り切ろうとしたように私には思えま
す。少なくとも争いの現場においては、当事者の
主張を抑えるのではなく、彼らの発言を最大限に
許し、そのうえで合意を得ようとする姿勢が確認
されています。この点、同席調停は民主主義の礎
でもあるということができましょう。今後日本
が、そして世界が、王政ではなく、独裁制でもな
く、民主主義の社会として存続していくために
は、異なる意見を調整する手法は不可欠でありま
す。土地家屋調査士の皆様には、境界紛争解決の
担い手として、同席調停の手法を日々実践してい
ただきたいことはもちろんですが、同席調停をも
う少し大きくとらえ、日本の民主主義の更なる成
熟のためにも使っていただきたいと強く願ってお
ります。このようにお願いしたところで本日の私
の講演を終わらせていただきます。皆様、ご清聴
ありがとうございました。
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七戸　克彦九州大学大学院法学研究院教授

～真の問題解決のためにADR制度のできること～
境界紛争解決への提言

ほっかいどう地図・境界シンポジウム2013� 平成２５年 ３ 月１９日

講師紹介
札幌市出身。ドイツハーゲン大学法学部客員研

究員、慶應義塾大学法学部教授を歴任。現在は九
州大学大学院法学研究院教授、弁護士。日本土地
家屋調査士会連合会学術顧問として土地家屋調査
士への制度発展に務める。

講演
九州大学の七戸です。レビン先生の講義の中に

フレイミング効果の箇所で、インフォームド・コ
ンセント絡みの話をなさいました。医師の説明に
納得して承諾する、そして時効的決定権の問題と
いうのも調停が発展したのと同じ、公民権運動以
降です。それまではパターナリズム、父権主義と
いわれる主義で、「俺達は専門家の医師なのだか
ら、俺の言うことを聞いておけばいいのだ。お前
はもう癌でこの術式で手術しなければお前はも
う死ぬのだ。お前みたいな素人が決めるんじゃ
ない。」というようなやり方が名医だったわけで
す。ところが公民権運動以降はどうなったかとい
うと、自己決定権で、私は切り刻まれるのは嫌だ
と言ったら、そうじゃないものを選ぶしかなく
なってしまったわけです。今の医療は全部そうで
すよね。ここで興味深いのは、同じアメリカ起源
ですが調停と違う所は、調停の場合には法律の知
識は必要ないというお話を、むしろ有害だという
お話をしました。ところが患者の自己決定権に関
して、医師はインフォームド・コンセントを尽く
さないと説明義務違反になるわけです。あるいは
セカンドオピニオンを求める権利を当然持ってい
る。専門的知識を得る、アクセスする権利を持っ
ていることも患者の自己決定権の前提になってい
る。そうでなければ自己決定ができないという前
提です。ここがかなり違っているところです。

実は社会生活における病理現象であるところの

境界紛争も含めて、法律関係全てについても同じ
ようなことがありまして、うちのボス弁というの
が上田国弘という弁護士ですけれども、上田は徹
底したインフォームド・コンセントをやるボス弁
なのですよ。だから、このお婆さん大丈夫かなぁ
みたいな場合でも懇懇と何時間でも話して相談業
務もやったりする。それでロースクールの授業で
鹿児島の弁護士と「そんなこと言ったってあのお
婆さんは分からないよ」ということで大論争に
なって、では分かるまで話をするべきだというの
で専門的な知識まで含めて教えるべきなのだとい
うのも同じ調停の中でも存在している。

これに対してアメリカのミディエイションモデ
ルというのは反法あるいは非法という形で先ほど
の小林先生のお話にもあったように、法律的なも
のを出して振り回すのはよろしくないという哲学
に乗っかっている。そして最初に日本でアメリカ
のミディエイションモデルの調停方式を作ったの
が調査士です。士業型の調停センターの一番早い
のが調査士なのです。その後にいろんな士業団体
のADRセンターができてきます。最初に連合会
の竹内会長のお話がありましたが三重会が今度 ５
月にはADRを立ち上げるそうですが、去年の１１
月に社労士会が４５会もう立ち上げてしまっている
のですよね。今の社労士会の動きは分かりません
けれども、北海道のように四つに分かれていなく
て都道府県単位だから４７会なので去年１１月に４５会
上がっているということは今年度中に上げてしま
うのではないでしょうか。ということは追い抜か
れた。なおかつ向こうはADR法の認証を取るの
ですよ。全部が取る。調査士会は１７会なのです。
今の日本の医療関係で全てインフォームド・コン
セントが行われていますよね。それで父権主義の
パターナリズムで俺の言うことを聞けばいいんだ
という赤髭先生みたいなことは絶対許されないこ

第二部講演「境界紛争と土地家屋調査士の役割」
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とになっている。同じような形で全て裁判所側の
持っている民事調停も含めて全部民間に移行させ
る。アメリカのミディエイションモデルはそうで
す。そして反法、非法の形で、調査士の持ってい
る法律や境界の知識すら有害である、なおかつ同
席調停ですからADRの代理人なんて有害極まり
ないものだというのがミディエイションモデルな
わけで、一方、裁判所から外してきた裁判外の紛
争解決手続に持って来たものに対して、今まで裁
判・司法の側に掛けていた税金・国家予算はそち
ら側に振り分けろというのが最終的な展望で、さ
らに国際化の話もされていたのですけれども、実
際のところどうなるかというと、ちょうど日本の
医療がインフォームド・コンセントやあるいは自
己決定権に基づいて全て動いたように、グローバ
ルスタンダードで、ミディエイションシステムモ
デルで世界の調停制度は動くようになります。医
療と同じように。そういう時に日本型の民事調停
のような形の疑似裁判のような手続で代理人が出
てきて裁判官が調停をするというようなモデルは
国際競争力を失う。例えば多国籍企業における労
働紛争であるとか。これはレビン先生に伺った話
ですけれども、東南アジアなどではマレーシアの
調停人がシンガポールに行って調停するみたいな
形で、ミディエイションモデルで統一されていれ
ば互換性が利くのです。ところが日本固有のもの
で行くと利かない。ですからレビン先生がアメリ
カからお帰りになった時に東京地裁を始めいろん
な裁判所からものすごく呼ばれたというのは、今
までの赤髭モデル、父権主義パターナリズムモデ
ルの発想からのパラダイムシフトをする本人だっ
たからです。それをちょうど美しく一番先駆的な
調査士のセンターの立ち上げで使った。ところが
その後の筆界特定制度の導入とともに制定された
ADR代理権、ミディエイションシステムの同席
調停とは絶対的に相容れないのです。

さてこの状況で、僕が考えているのは今の状態
のセンターとADR代理権、個々の調査士が認定
調査士として持っている代理権というのは違う制
度だと考えていて、研修を受けている認定調査士
の持っている力量でどのように他の官公署の方々
であるとか弁護士の先生も含めて、要するに今日
の講演の内容というのは「調査士を利用してく
れ」というお話をしたいと思うわけです。

いろいろ見てみて面白いなと思ったのは、これ
も良くできている、今日いただいた札幌調査士会
のあれですけれども、完成度が高いなと思ったの
は土地の境界編か何かでは、漫画のくせしてトー
タルステーションによる測量とか書いてあって、
これを一般市民は分かるのかというぐらいです。
そういうのが書かれている一方で「境界標がない
から分からなかったなあ、境界標は大切なのです
ね」と、次のコマでは分筆も何も吹っ飛ばして境
界標が一気に埋め込まれているという、ものすご
い漫画です。こっちもすごいなと思ったのは、や
はり漫画で、司法書士の側の話ですけれども、兄
弟で遺産分割協議をしたのだろうその後で隣側に
兄弟が親から貰った駐車場の片方を分筆してコン
ビニを作る。「コンビニを始めようと思っている
のだよ」「じゃあ知り合いの調査士に相談してみ
よう」と、コンビニの手続もできるのか、すげえ
なこりゃあ（笑）これは多分行政書士もやってい
る人なのだろうなあ、という話ですけれども、凄
いな、この漫画は完成度高いなと。実は司法書士
に比べて元々調査士というのは兼業者が多い。こ
の前も名刺を貰って肩書きが三つ、調査士もただ
の調査士ではなく認定調査士、なおかつ認定司法
書士、そして行政書士を持っている、つまり農転
一発でできる、というような資格の方がいらっ
しゃるわけです。ですから先ほどお話ししたよう
に、ADR代理権そのものを使うという場につい
ても説明しますけれども、その調査士の能力を
使ってくれというお話をしようと思っているわけ
です。

ここにいらっしゃっている方々は全くの素人の
方はいらっしゃらないので、相当程度高度に行き
ます。ちょっと本気を出します。お手元の資料を
ご覧ください。

１ ページ目に種々の「境界」概念と土地家屋調
査士というタイトルとありますけれども、 １ ペー
ジ目に所有権界、 ３ ページ目から筆界、それから
１７ページに公物管理界、２２ページに行政界とある
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わけですけれども、その違いすら分からないとい
うのが一般市民なのですが、インフォームド・コ
ンセントの関係ではこれは全部きちんと説明でき
なければならない。つまり行政界や公物管理界に
関しては世間一般に体制的な効力を持つ概念なの
で、レビン先生の自己決定の問題を外れる体制的
な効力の問題なのかも知れないです。筆界もそう
なのかも知れないです。そうしたことはあるので
すがただ、ここにいらっしゃるプロの方々の関係
で言えば、普通の一般市民に説明する以上にプロ
相手にこの違いを説明しはじめるとものすごく難
しくなります。まずその中の所有権界に関して
は、これは問題ありません。 １ ページから ３ ペー
ジまで、境界という日本語を使っている民法典の
条文は実質的には所有権界のことです。中身は相
隣関係に関する規定なわけで、ご存知のもの知り
博士的な、例えば ２ ページ目で民法第２３３条「竹
木の枝の切除及び根の切取り」などというのは、
枝の切除については請求権しか持たないけれども
根については勝手に切り取ることができるよ、と
ありまして、こんなのは市民の側では「へぇ、馬
鹿みたいな条文」とか思うのですが、実はこれが
なかなか難しくて、根の切除が勝手に出来た後の
根の所有権はどちらかという争いがあるのです。
つまり、勝手に切った後戻さなければならないの
か、所有権も貰っちゃえば筍とか食べていいとい
うことなのかという問題なのですが、相隣関係な
どというものはそういうものです。後でもお話し
しますが、調査士のADRセンターで相隣関係、
所有権界の争いが起こった後で、レビン先生はそ
れを調停の内部で解決しろということなのでしょ
うけれども、実はその争いの根っこというのは、
そういった相隣関係、向こうから生えて来た根が
煩いとか、隣の家の猫が煩いとか、エアコンの室
外機の音が煩いとかトラブルの原因になったりす
るのです。それでまた読んでいて面白いと思った
のは、これも良くできた物で、その中に札幌境界
問題解決センターのセンター長の小川先生が書か
れている物の中で、相隣関係に関する問題が多
く、弁護士会等を紹介する案件がほとんどであり
ます、ということは渡しているのかと。これは一
つ考えてもいいのかも知れない。後ほどお話しし
ますが、センターの権限内のものだと僕は思って
います。さらに言うと、土地の地積不足は数量不
足の担保責任の問題を起こすわけで、これもセン
ターで解決できる案件だと思っています。ここら

辺、お手元にある資料の １ ページから ３ ページで
すが、ここにいらっしゃっている方々には釈迦に
説法ですが、問題は ３ ページ目の条文の枠組の下
に書いた話です。したがって民法の条文というの
は所有権界に関して境界と呼んでいるわけです。
そうすると所有権界が筆界とずれている場合に
は、筆界を越えて所有権界に向かって、クライア
ントの土地なのだからと勝手に入って行って境界
杭を打ち込んでいいかというと、これはさすがに
トラブルが起こるだろう。問題はその筆界と所有
権界がずれた場合でありますが、筆界と所有権界
がずれるという話は ３ ページの筆界以降の話でも
出て来るように、大正１３年１０月 ７ 日以降の話で、
いわば新興宗教なのであります。なおかつこれは
日本独自に起きている現象です。もっと言うとこ
の判例によって、日本は筆界確定訴訟において
は、通説は形式形成訴訟ですけれども、ローマ法
以来、所有権確認訴訟の一類型というのが外国の
通説です。日本だけが大正１３年判決以降ガラパゴ
ス化したのです。後でお話しします。

大正１３年１０月 ７ 日までの判例の立場というのは
一筆の土地の一部を譲渡してもそれは債権的な効
力しか有さない、あるいは一筆の一部の時効取得
というのは認められないという立場でした。とこ
ろが ４ ページ目、大正１３年１０月 ７ 日以降に判例の
３ と ４ ですけれども、これは同日付で連合部判決
が出ます。連合部判決というのは何かと言います
と、今の最高裁に当たる大審院はまず大きく民事
部と刑事部に分かれていて時代を追ってだんだん
増えていき、民事は ５ 部までできます。刑事部は
４ 部までできます。各部に ５ 人ですから民刑の連
合というのもあります。そうすると４５人揃うわけ
です。判決書を見せて貰ったことがありますけれ
ども４５人の裁判官の名前がダーッと並んで、いっ
たいこれは話がまとまるのかという気がするので
すけれども、そういうのを見たことがあります。
民事関係の判例変更を行う場合には民事連合部
で、先ほどまで掲げていた判例を変更して一筆の
土地の一部の譲渡も認める、あるいは一筆の土地
の一部の時効取得も認める。ただし第三者との関
係では分筆をして登記を移さなければ対抗できな
いという立場に改まったわけです。それが起こる
とどういう現象が起きてしまうかといいますと、
５ ページ目のところに書いた図表のように、例え
ばXが左側の甲という土地を持っていて、Yが右
側の乙地を持っているところに、元々の所有権界

5810204.indd   16 2013/12/16   20:16:24



さっぽろ

17No.233

はa－bラインまでX所有の土地だった。ところが
Yがd－cラインの所まで占有を続けて、網掛部分
をYが時効取得した。要はXからYにabcdで囲ま
れた部分を譲渡したという場合には、XとYの当
事者間においては所有権が移転するということに
なります。そうすると所有権の客体は三つにな
る。白い甲の土地とＹの白い乙地とYが譲渡ある
いは時効取得した真ん中の網掛部分の三つが所有
権の客体になる。今までの二物が三物になるわけ
です。ところがこれは第三者に対抗できない構造
になるから、そうすると手続的にはどうするかと
いうと、 ６ ページ目、ここら辺は弁護士の先生に
しても調査士の先生にしても釈迦に説法の話です
が、念のためにお話ししておきますと、三物では
あるけれども登記簿上は二物、二人の土地になっ
ている。まずは網掛部分を分筆して、この分筆を
行うのは権利を失うXの側しかできません。Xが
任意に応じなければ勝訴判決を取って判決による
登記をするということになる。その後公簿上はX
名義の土地が ２ 個できる。然る後に網掛部分につ
いて移転登記をするというわけで、この手続の中
の分筆側を担当するのが土地家屋調査士、分筆さ
れて二筆になった土地の網掛部分について所有権
移転登記をするのが司法書士の仕事ということに
なるわけです。

そこで ６ ページから ７ ページにかけて土地家屋
調査士の役割というタイトルの下に調査士法 ３ 条
の条文を全部挙げておきました。この条文の中で
重要なのは、二つに分かれています。どこで分か
れているかというと、 ７ ページ目の真ん中くら
い、 ３ 条の １ 項の七号と八号、これが特殊であり
ます。 ２ 項以降はその七号と八号に関しての特殊
な手続に依るわけですけれども、七号を読み上げ
ますと、土地の筆界、このカッコ内がポイントな
のですけれども、不登法第１２３条第 １ 号に規定す
る筆界というのと、不登法第１２３条第 １ 項に規定
する以外の筆界もあるのですよ。だから二種類の
筆界があるのですけれども、その中の不登法の筆
界のことを言う。それが現地において明らかでな
いことを原因とする民事に関する紛争に係る民間
紛争解決手続、カッコしてそれは何かというと、
民間事業者が、紛争の当事者が和解をすることが
できる民事上の紛争について、紛争の当事者双方
からの依頼を受け、当該紛争の当事者との間の契
約に基づき、和解の仲介を行う裁判外紛争解決手
続、今度は裁判外紛争解決手続の定義があるけれ

ども、ということから、先ほど述べたような相隣
関係についての紛争もできれば、数量不足の担保
責任に関する紛争の解決手続も権限に入っている
わけです。ですから、なぜ弁護士会に渡してしま
うのかなあという気はします。弁護士の先生がい
らしているのにこういう話をしていいのかどうか
分かりませんが、権限内の話であるということを
言っております。

ただ、ここでは問題があって、最後の文、そう
いう団体で当該紛争の解決の業務を公正かつ的確
に行うことができると認められる団体がまずでき
ていて、それに対して法務大臣が指定を行った
団体についてしかADR代理権を持たないわけで
す。それが、調査士が作っている、最初に竹内連
合会長がお話しされた三重会が ５ 月に立ち上げて
完了する、そして各単位会毎に持っている、現在
４９会、 ５ 月に５０会になるものなのです。ですから
その団体の中でしか代理権を持てない、こいつが
ちょっと、弁護士の先生もいらっしゃるので、私
も同業者ということになるから、なかなか微妙な
感じなのですが、将来的には今弁護士会が統合型
のセンターを作っています。大阪会が完了しまし
た。札幌の場合は ６ 士会があるわけですが、それ
が弁護士の下に集合して １ 個のADRのセンター
を作るみたいな形で、統合型のセンターです。こ
れは日本国民にとってはワンストップサービスで
どのよろず相談事も全部解決してくれる。ワンス
トップサービスで全部調停はそのセンターが行う
ということになると国民の利便性としては非常に
高まるわけです。ところが悩ましいのはその団体
について、弁護士の総合的なセンターについて、
調査士がADR代理権を行使できるのだと法務大
臣が指定してくれればいいのですけれども、指定
がないのです。これが悩ましいかぎりです。
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それでは何をお話ししたいかというと、指定さ
れる団体がもしあれば、そこで代理権を行使でき
る。同席調停の場合は代理権と相容れないのでそ
こも悩ましいのですけれども、代理権を行使でき
るのだったらできるだけの実力はあるぞという認
定を受けている人間達なのだということを強調し
ておきたいわけです。続けて調査士の能力に関し
てお話ししますと、認定を受けるかどうか、つま
り先ほどの調査士法 ３ 条の １ 項の七号・八号の業
務ができるかという問題とは別に、およそ調査士
ならこれだけはできるというのは、表示に関する
登記の申請の代理手続であります。登記について
は法務局の方々も含めて釈迦に説法なのでござい
ますけれども、元々表示に関する登記について、
登記には二つの部分があります。表題部と権利部
でありまして、そのうちの表題部分というのは
元々土地台帳、家屋台帳といわれていた地租税、
家屋税が国税だった時代の台帳を戦後になって登
記簿とくっつけたために起こったものでありま
す。その時に元々戦前から旧大蔵省の管轄の各地
方にある税務署の臨時雇いとして土地台帳・家屋
台帳と、その付属図面についての作成をやってい
た業務が土地家屋調査士の前身でありまして、そ
れがシャウプ勧告によって地方税に移って行き場
所がなくなったものを法務省側が引き取った時に
一緒にくっ付いてきたのが土地家屋調査士という
職業の淵源（えんげん）であります。例えば法務
省用語では土地に対して建物という言葉があるの
ですが、その他に家屋という言葉もあります。と
ころが家屋という日本語が使われているのは一か
所だけなのです。一つしか使われてない、それは
何かというと家屋番号であります。この家屋番号
というのは税務署用語です。つまり家屋というこ
とは即ち自分の出自が大蔵省管轄だったというこ
とを明らかにしている。だから土地建物調査士と
は言わず、土地家屋調査士というのはそういう淵
源を持っているからです。

一方、 ８ ページ目の下をご覧ください。 ８ ペー
ジ目には土地台帳・家屋台帳の淵源を持つ表示に
関する登記の登記事項、こういうものが登記され
るのだよと書かれているのですが、箱書の下のと
ころに不動産所在事項というものの説明を行って
います。不動産の物理的形状だとかを一般的に示
して不動産を特定する役割を果たすのが表示に関
する登記なのですけれども、そのうちの不動産が
所在する場所・位置を特定するのが不動産所在

事項であって、市、区、郡、町、村、それから
字、それから字に準ずるもの、街区だとか住居表
示が施されている所の何丁目が字に該当します。
というような物の表示だとかで不動産の所在を明
らかにするものです。中身は今話した市・区・
町・村の表示と土地の地番ですね。それで、地番
の側については ９ ページで説明しておりますが、
地番区域を含めて一筆の土地毎に地番を １ 、 ２ 、
３ 、 ４ 、 ５ と付けていくわけです。一般市民がし
ばしば混乱するものに、地番と住居表示ないし住
居番号といわれている物があります。 ９ ページに
説明を加えてありますけれども、住居番号という
のはむしろ不動産登記法で言えば家屋番号に相当
するもっぱら家屋の概念です。住居表示に関する
法律に基づいて都市部で住居表示が実行されてい
る場所、政令指定都市では、京都市以外は全部施
行され、札幌市も住居表示に変わっています。組
み方にはどういう形があるかというと街区方式と
道路方式に分かれているのですが、道路方式を
取っているのは僕が知っているところだと山形県
東根市、山形空港のあるところです。あるいは軍
事マニアだったら陸自第六師団の司令部のある町
です。あるいは北海道だと新得町と友好都市だと
言っても誰も分かんないかな。そういうような街
なのですけれども、それくらいが道路標示で、こ
れはヨーロッパと同じです。道路の中心、市街地
から向かって歩いて行く時に一番、二番、三番、
四番という形で偶数番と奇数番を道路に付けるや
り方です。ですからその街には街区というのは存
在しないわけですから街区基準点というのがいっ
たいどうなっているのかというのは非常に興味が
ありますが、それは調査士の先生にお聞きしたい
ですね。大抵の場合は街区方式で、それはブロッ
クで決めます。街区というのは先ほどお話しした
ように、土地の所在までが登記と共通で、土地の
所在の「何丁目」くらいまでの所が変更されれば
自動的に登記簿の側の表示も土地の所在も変更さ
れます。問題はその下の部分で、地番と住居表示
がされた場合の街区番号が合致しないのです。 ９
ページの下側で、ある空想の例を挙げてみました
けれども、それは何かというと銀座一丁目 １ 番地
という空想の例です。まず銀座について説明しま
すと、およそ「何丁目」ということは銀座から始
まりました。銀座に付けられたものが全国に広
がったものです。銀座一丁目には １ 番地はありま
せん。理由は何かというと高速が走っている部分
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です。あそこは川だったわけで、これが区境なの
です。ですから西銀座デパートなどの税収に関し
てどこが取るかでちょっと争いがあって、後で話
しますけれども、区の帰属が決まっていないがた
めに、中央区側ではそこに １ 番を当てようとずっ
と待っています。ですから １ 番は空番になってい
ます。もう一つ言えば、ここから以降は空想です
が、ではここは街区表示の場合は空番になってい
るけれども、登記簿上はどうなっているかという
と僕の想像では川なので多分未登記でしょう。そ
こらへんに一番詳しいのは調査士の先生方ですか
ら、ここで調査士に聞け、という講演を行ってい
るわけですけれども、そういったことが判るのが
調査士です。

もう一つ細かなことを言えば、官公署の方、特
に一番分かっているのは登記所の方は分かってい
らっしゃって、弁護士だとか不動産鑑定士の方が
分からないのかも知れないことなのですが、「何
番何号」というのと「何番地」というのがありま
すけれども、少なくとも不動産登記実務では土地
を表す時には「何番」といい、建物を表す時には
「何番地」で表示します。番地という言葉には何
番に所在するという意味が含まれるのがその理由
だそうです。いずれにしてもそういう形でやるの
ですが、街区の決め方については１０ページに書い
ておきました。まずフロンテ―ジを打って行く、
例えば「何丁目」の中の道路に区切られた一区画
について都市の中心部の角っこを １ として、その
後１０メートルから１５メートル毎に、フロンテ―
ジ、日本語で間口という意味ですが、それを概ね
時計順に打って行くのですが、僕は横浜で時計順
と逆順のものを見たことがあります。そうすると
大きなお屋敷だと１５メートル以上一つの家で間口
が一個だった場合もあるわけで、すると一丁目 １
番の次が、隣の家は ３ 番とか ５ 番になったりする
可能性がある。そのうち相続でもされて小さな家
を建てられたなら ２ 番とか ３ 番が入ったりする。
そうしますと美しく時計回りでも反時計回りで
も、市街地の中心にも付くわけですから、記憶喪
失などになって「ここはどこ？」ていうようなこ
とになった時に、まず １ 番を探して １ 番の方向に
向かって歩いて行けば市役所などに行き着くとい
う具合になっています。後は番がずれることはな
いです。

ところが地番の場合には１１ページに書かれてい
るように、一見市民にはぐちゃぐちゃになってあ

るように見えるのです。１１ページ①の部分につい
て、例えば７２４３番という地番の土地を調査士が分
筆した場合に何番に変わるかというと枝番が付け
られて、７２４３番の １ と７２４３番の ２ ができます。と
ころが②で、すでに７４２４番の １ 、 ２ 、 ３ があった
時にその ２ を分筆したらどうなるかというと、 ２
の ２ という枝番の枝番は付けないで、そこに ４ が
挟み込まれる。こういう構図になる事でぐちゃぐ
ちゃになると市民は思うのですけれども、調査士
はそう思わない。なぜかというと歴史的に見るわ
けです。「７４２４番の ２ の次に ４ が入ってきたのは
後で分筆されて加わってきたのだな」という歴史
を見てしまうわけです。この歴史読みができると
いうのが測量だとか他の近接業種の人間と調査士
の違うところです。

③については７２４３番を分筆した時には普通は
７２４３番に枝番をつけて １ と ２ にするのですが、
７２４３番という番号で例えば戸籍などが表示されて
いる時に、分筆したために自分の戸籍が変わって
しまうのが嫌だというような申し入れをした場合
には残すことができるということもあって、恐ら
くこうしたことを他の法律職の方は知らないので
はないでしょうか。こういうアドバイスができる
のは調査士だけだと思います。もっとも今言った
話は特別に認定調査士である必要は全然ないの
で、普通の調査士なら誰でもアドバイスできるこ
とです。

一方、１１ページ目から延々と続きますのが地目
でありまして、これも不動産取引の対象となって
いる、不動産を特定するための道具です。地目に
関しては２３種類が６８条で決まっておりまして、建
物に関しては、こういったものがあるよといった
例示はあるのですけれども限定はされていませ
ん。それに対して土地の地目に関しては２３種類の
どれかを選ばないと、違うものを書いたら却下さ
れます。その中の２３号の雑種地というのは以上の
いずれにも該当しない土地だからとりあえず雑種
地としておけばいいではないか、というとそれも
却下されるわけです。それは６９条で例えば１２号か
ら以降のように「何々は雑種地とする」というの
が結構ありますよね。雑種地とされる具体的目的
に特定用途がなければならないということになっ
ていて、そうではないのに地目変更を本人申請で
やろうとしてしくじる人が結構います。

また地積についても、土地の大きさを測って土
地を特定することとの関係でも影響を持ちます。
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先ほどちょっと述べたような数量不足の担保責任
の問題も起こってくるし、公簿で売るのか実測で
売るのか、あるいは精算をかけるのかというとこ
ろでも出て来ますけれども、土地を特定する道具
でもある。ここも １ 平方メートルの１００分の １ に
ついて表示するかしないかというのが宅地・鉱泉
地かそれ以外かで異なってくるのです。論理的に
は例えば宅地・鉱泉地以外の土地について １ メー
トル未満の所は出さなくていいのだけれども、そ
こで筆界の争いか何かが１０センチ、 ５ センチ刻み
で起こる可能性はありますよね。そうすると分筆
はしなくちゃいけないけれども、分筆した後の新
しい土地の地積はゼロということになるのでしょ
うか。この辺も私は専門ではないので分からない
のですが、どういう地積表示をするのかというの
を知っているのは調査士だけということになりま
す。

１３ページ以降、ここからが本番です。今まで話
していたのは全て登記簿に書かれている文字情報
であります。しかし絶対的な位置関係と形状につ
いては図面情報でなくてはいけないわけで、図面
情報によって周囲の土地の間の境を確定するとい
うのが不動産登記法１４条の １ 項地図であります。
ところが１４条 １ 項地図の今の正確な枚数というの
は多分公表されていないのでしょうかね。６００万
枚くらいだと言われていますが、日本には約 ２ 億
７ 千万筆個の不動産があります。このうち １ 億 ７
千万が土地で、残り １ 億が建物だと言われていま
す。 １ 億 ７ 千万筆の土地のうち６００万枚しか地図
ができていないということは０. ００何パーセントな
わけですよ。やはり昔国会で地図整備について問
題になった時に試算した結果、法務省側が答えた
のは、昔は ３ 億くらいの予算で地図整備をやって
いたけれどもその予算で後何年かかるのですか、
と言われて、「答弁いたします。あと２６万年かか
ります。」と答えたわけです。ということはその
地図が整っていないような所では、現地の隣の土
地との間の境界を指定できないということになっ
てしまう。となると分筆手続等ができなくなって
しまうのはあまりに酷いというので、地図に準ず
る図面、概ね昔の税務署から持ってきた土地台帳
の付属図面と国土調査で入ってくる地籍図の中の
質の良い物がそれに代わるわけで、ある程度進ん
でいると言えるのかも知れませんが、地図に準ず
る図面を含めても全て １ 億 ７ 千万筆をカバーでき
るわけでは到底ないです。日本の土地も見ている

限りでは登記事件数が下げ止まったようで、建物
については回復基調にすらあると言えると思うの
ですけれども、いずれにしても平成初期に比べる
と登記事件数は ６ 割まで落ちています。かつてバ
ブル期において日本の土地を全部売ればアメリカ
が三つ買えました。東京の千代田区の土地を売っ
ただけでカナダが買えたわけですから、何でバブ
ル期に千代田区を売ってカナダを買っておかな
かったのか。それくらいの土地についての筆界で
すから特定しておかなくてはトラブルが起きるの
は当たり前なのですけれども、図面情報が全く存
在しない状況においてはどうするかというと、１４
ページの下に書いておりますように、地図も地図
に準ずる図面もない場合の処理というのは土地の
所在図と隣接地所有者の同意書を提供すればいけ
るというわけです。ただ、これもなかなか不思議
な現象でして、ここで問題としているのは公簿上
の境界であるところの所有権界とは異なる「筆
界」でありまして、筆界のために何で同意書が必
要なのか。すごく難しい問題なのです。いずれに
してもこういう手続を取れば、図面情報が出て来
るので、それによって土地の範囲というのは確定
されるのだよということです。ここら辺は先ほど
のレビン先生のお話と一番関係してくると言いま
したけれども、「筆界だとかそんなの、地図なん
かないじゃないか、地図に準ずる図面もないじゃ
ないかと言っている時に、なんで文字情報だけで
筆界を確定できるのか」という質問を受けたりす
る時にはこういう話なのだという説明をしなけれ
ばならない。結構時間がかかります。私は８０分の
講義をしなければならないのにまだ１５ページで、
既に ４ 時１０分前になってしまっているくらい、イ
ンフォームド・コンセントには時間がかかるとい
う次第であります。

という具合で、もしここで提出された土地所在
図だとか同意書等の内容と地図に準ずる図面ある
いは地図が異なっている場合には分筆できるかと
いうとできません。まずは地図あるいは地図に準
ずる図面の訂正をしてから分筆に入るという手続
が必要になってきます。ここら辺まで、先ほど申
し上げたように、例えば大阪の弁護士会のように
総合的ADRセンターができて相談を受けたとこ
ろで、弁護士は恐らく応え切れないのではないか
なあ。だからそういう時には調査士に相談してい
ただくことを強くお勧めします。しかしこれは調
査士にとってはまだ初歩的な、あるいは法務局の
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方にとっては何でこんな初歩的な、みたいなこと
を今聞いていてお考えになるかも知れないですけ
れども、結構こういうのは分からんものですよ。
僕も九大のロースクールの学生を連れて福岡法務
局に見学に行ったりした時に、主席登記官から訓
示か何かで「皆さんが司法試験に受かった時に
は、所有権移転、（これは司法書士の業務ですけ
れども）所有権の移転登記手続請求訴訟を提起す
る時にちょっとでも迷ったらうちに相談してくだ
さい。」と言われた。「被告は原告に対して目録
記載の土地の所有権移転の登記手続をせよ、との
判決を求める」と書いてしまうのですよ。登記申
請できないでしょう、これは出来ないのですよ。
理由は何かというと、登記原因日付がないからで
す。これが判決理由中に書かれていれば何とかし
てやろうかと登記所も…いや、やらなければ更正
決定を受けるしかないわけで、なおかつ時効など
という時にも、時効の起算点に遡って登記原因日
付を書かなければいけないのを間違ったりもす
る。これは弁護士の先生方には釈迦に説法です
が、判例の時効と登記五原則の問題で起算点を固
定しなければいけないわけで、そういった所を失
敗するのです。今言った話はプロの方相手にお話
をしているからこのような話をしていますけれど
も、ましてや一般市民にはその前から話をしなく
てはいけないわけでしょう。これはすごく難し
い。プロ同士だって今話したように間違うので
す。調査士の専門業務についても同じようなこと
が言えます。

先ほど調査士がセンターでできる筆界を廻る紛
争というのはおよそ筆界確定訴訟における筆界と
は違って不登法１２３条による筆界なのだという話
をしました。どこが違うかというと、これも不思
議な現象なのですけれども、筆界確定訴訟の対象
となっている筆界というのは双方未登記の土地同
士の間にも筆界があるので筆界確定ができる。法
務局、地方法務局が行う筆界特定の手続において
は、双方未登記はできません。不動産登記法１２３
条に定める筆界というのはどちらかが登記してい
なければ筆界というのがないからで、ここが一つ
の限界です。何でこんなことになっているかとい
うと、筆界の確認しかできなくて形成ができない
ことと関係しているわけですけれども、ここに限
界があります。したがって弁護士の先生方はもの
すごくセンターの運営にも熱心にご協力いただい
て、所有権界についてはセンター側で、筆界につ

いては、公簿上の境界については筆界特定に回す
というそこの割り振りでも、とっ始めから訴訟の
側に持ち込まざるを得ないようなものも存在す
る。ここら辺もやはり調査士に聞いてくれと言い
たいです。

次に、ここら辺は官公署の方々の方がご存じ
で、あるいはロースクール経由で新司法試験に受
かった方は行政法についても試験科目なのでここ
ら辺が分かるのですが、所有と管理が区別される
結果、例えば道路にしても都市公園にしても所有
権は私人が持ったままで公物管理権が加わるとい
う形で、所有と管理は分離します。その結果、所
有権界と管理界がずれる。先ほど述べたように、
所有権界と筆界がずれている部分もある。三者が
全部別物になるということが起こります。相互に
影響はし合わないです。元々管理権を持っている
のが道路だったら道路管理者だし、河川の場合は
河川も河川敷も河床も今は河川法２１項で私的所有
権が入りますから、その私的所有権の所在と公物
管理者、ここでは河川管理者が持つ物と筆界は全
部バラバラになります。その時の公物管理界を定
める手続が１８ページに書かれている(d)境界明示
の手続なのですけれども、これと筆界の立会だと
かについて時折一般市民は混乱することがある。
先ほど申し上げたように、所有権界については合
意すればそこにいくらでも引くことができる。筆
界については合意は何らの効力も持たないという
のだけれども有力な証拠方法の一つとはなる。公
物管理界についても境界明示の際に当事者の立会
を求められたりしますけれども、それは所有権界
とも筆界とも全く違うものです。ところがそうい
うことを廻って、当事者は分からないから、当然
訴訟代理人、弁護士も付いている案件なのですけ
れども、判例 ５ のように争ったりするわけです。
東大阪市で行われている境界明示の手続で昭和５０
年当時の物があります。明示指令図を交付すると
いうような形のことを行うのですが、結論的に言
うと道路か何かの管理界で取られてしまった場合
というのは自分の自由私有ができなくなるわけで
すね。公園も河川区域にしても同じですけれど
も、それに対する不服申立で、行政事件訴訟法 ３
条を使えるかというと、使えないのです。ですか
らこの辺りについては、新司法試験に受かって行
政法が受験科目になっている先生が逆にお得意
で、その次が旧試験のベテランの弁護士の先生
で、その次に誰が来るかというと一般市民が相談
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するのに、利害が対立している官公署に相談する
わけにもいかないので、相談先としてはセンター
などというのはいいのかも知れないと思っていま
す。とりわけ認定を受けている調査士の中の優秀
な人、肩書に行政書士や司法書士などが付いてい
る人がいいのかも知れません。因みに債務整理な
どができる認定司法書士の比率というのは司法書
士の数が ２ 万くらいまで増えているのでしょう
か、そのうち７０％を超えています。これに対して
調査士数は １ 万７８００いて、認定調査士、つまり
ADR代理権を持っている調査士は３０％です。因
みに認定といった司法制度改革によって弁護士が
独占していた代理権などを一部貰えるような立場
は、法務省管轄の司法書士と土地家屋調査士につ
いては認定司法書士・認定調査士という言葉を使
いますが、経産省の外局であるところの特許庁の
管轄の弁理士については付記弁理士という言葉を
使います。厚労省管轄の社会保険労務士について
は特定社労士といいます。全部違います。ですか
ら認定何たらというのは全部法務省固有の用語法
になっているわけです。認定調査士は ３ 割くらい
いて、その方達はADR、裁判外紛争手続ではあ
りますけれども、こういった訴訟関係の研修をき
ちんと受けているので、先ほどの時効取得と登記
にしても証明責任？の所在にしてもある程度は分
かっているのでその方に相談されるのがよろしか
ろうと。

今申し上げているのはADR代理権を活用せよ
というのが最初にレビン先生の講義との関係で
言ったようになかなか活用の場がないのです。し
かしその知識は使える。相談業務で使える。ただ
相談業務に関しても、土地家屋調査士の権能とい
うのは登記申請に関する相談かADRに関する相
談です。したがってADR関係の相談はADR代理
権が使えない場なのでその相談権というのは権利
ではない。とするとそうではない方向の一般的登
記申請代理に関しての相談業務の権限にならなけ
ればならないということは、振り返って考える
と、厳しい考え方をすれば、それと関係ない相談
業務は受けられないという言い方になるかも知れ
ない。したがって、後でも話しますが、弁護士の
先生方は、訴訟だとか弁護士の法律的知識とは別
個の図形情報の読み取りだとか、そういったもの
に関して調査士の手を借りたほうが絶対いいで
す。でないと負けるケースがあります。その時に
調査士の権限外の行為だと向こうから文句を言わ

れないためには登記申請まで繋げてしまうことで
す。つまり筆界確定訴訟あるいは所有権確認訴訟
だけ提起するのではなく、繋げて分筆登記請求、
それから境界標の設置請求までやってしまえば明
らかにこれは調査士の権限内の行為であるから、
それに付随した相談業務が受けられます。そのこ
とについて調査士の先生に俺はそんな気はないぞ
と怒られたら困るから私の個人的な見解で言え
ば、そんなにえげつなく鑑定料みたいに金を取っ
たりしないでしょう。弁護士の相談料というのは
３０分５, ０００円プラス２５０円の消費税で、消費税が上
がったらそれも上がるのでしょうが、そんな感じ
でいかがですかね。いかがですかねと言っても僕
と今ここにいる先生方との間で、勝手に言ってい
ることですが、その後に分筆登記の手続だとか境
界標の設置だとかの仕事が回ってくれば落とし所
はそれでいいですよ、といったような感じではな
いでしょうか。

境界問題の高度な専門性・地域性は、訴訟の形
態もものすごく難しくて、専門性に関しては今
言ったような、一方では測量士と同じような専門
的知識と技術が必要ですが、ところが測量士では
無理な領域というのが地図読みです。さっきの分
筆か何かは初歩の初歩なのですが、あの地番の順
番、並び方を見た瞬間に歴史がダーッと判るのは
調査士だけだと思います。ここはここで切れてこ
うなった、という歴史が分かったら、その時代の
地図などを見て、これこれこういう状況だったの
だからきっと境界はこれに違いないといった当た
りを付けられるという地図読みができるのは測量
士ではなくて調査士なわけです。測量士の先生方
は一番ご存知と思いますけれども、あいつらは地
図読みができるからなあ、という感じだと思いま
す。測量なら自分達の方が上だと思っている先生
も多いかも知れませんが、地図読みが重要です。

後もう一つは僕が法務局や地方法務局の方にむ
しろお聞きしたいのですが、権利に関する登記の
申請の、例えば添付情報などに比べて、表示に関
する登記に関する取り扱いはものすごく法務局、
地方法務局ごとのローカルルールが多い気がする
のですよ。後は地図の読み方にしても、地図には
特性があって、地域によってその特徴が随分ある
のです。ですから福岡などは空襲で地図混乱地域
が起こっていて、中州は地図上で観たら那珂川
という川ですけれども、その中に土地が沈んで
しまっているのが随分ある。一方先ほどお聞きし

5810204.indd   22 2013/12/16   20:16:25



さっぽろ

23No.233

たところでは、札幌の地図混乱地域というのは手
稲方面等、高度成長期に起こっているものですよ
ね。というように地域性というものが随分ありま
す。ところが北海道で典型的なのがブロック移動
といわれるものです。札幌会の先生方には釈迦に
説法なのですけれども、昨日札幌会の講演をした
南 ５ 条西 ５ 丁目の東急インの事案なのですが、別
に南 ５ 条西 ５ 丁目に限らず、明治２４年の図があり
ます。真ん中に白く抜けている所が大通公園であ
りますけれども、大通公園が終わって旧裁判所の
部分から区画が変わっていることが分かります。
この部分で既にずれているのですよ。ここから西
側がずれている。それから下が明らかに碁盤の目
からずれたものですが、この山鼻地区についても
違う区画が行われているわけです。ところがここ
が問題となった平成元年のブロック移動の事案と
いうのは私が子供のころには松坂屋と言っていま
したが、その後ヨーク松坂屋に変わり、その後ロ
ビンソン百貨店というのになって、今はラフィラ
とかいうものになっていますけれども、その隣辺
りが南 ５ 西 ５ で、そこでブロック移動が起こっ
た。どういう話かというとある程度の区画は明治
初期に区切られて私的？登記が行われ、原始筆界
というのは地租改正で丈量測量が行われて、そこ
で私的所有権が確立するのですけれども、札幌の
市街地というのはそれが逆で、私的所有権が確立
して取引が行われた後に開拓使がこの区割りを
やってしまうのです。そして東方向にずれるとい
う現象が起きる。札幌での特殊な現象です。しか
も広範に渡って起こるわけです。こうした地域性

について熟知しているのは調査士、しかも地元の
調査士です。したがって官公署の方々も調査士の
力を十分に活用いただきたい。公共嘱託登記に関
してはいろいろ今ありますけれども、歴史的にで
きた経緯も同じであります。高度成長期におい
て、さっきのように公共事業で原野開発とか公共
投資が行われたため、法務局、登記所の登記事務
がパンクしかけました。理由は何かというと官公
署の公職登記というのはまさか乱暴に却下するわ
けにもいかないから、当時は何と驚くべきことに
７ 割補正されていたというのですよ。まともな嘱
託所が ３ 割しかなかった。それで放任申請という
のでしょうね、多分。官公署が直接出してこない
でくれ、専門家が入ってくれという形でできたの
が現在の公嘱協会の元の公共嘱託登記受託団とい
われる団体だったのです。ですから元々歴史的に
も官公署の登記についてもプロに任せてくれた方
が結局はトラブらないです。今の時代にも結構起
こっているのが、地震でずれたのではないかと思
うのですが、 ４ メートル道路が確保されているは
ずだったのに、後になって３. ９８メートルだった。
これは相当まずいですね、土地その物が使い物に
ならなくなるから。こうした事例が、東日本大震
災によってずれたのか、それとも測量が雑だった
せいなのか判りませんが、どれだけの道路のセッ
トバックが確保されていればいいのか等も含めて
きちんと判断できる力を持っているのは法律的知
識を持っている土地家屋調査士であり、その組織
が動くとすれば十分に働けるだけの専門的知識を
持った職業集団だということです。
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剱岳は標高２, ９９９メートル、北アルプス北部の
急峻な岩塊です。古くは未登頂の山と思われてい
たようですが陸軍陸地測量部が１９０７年（明治４０
年） ７ 月長治郎谷より登頂したところ山頂から平
安時代のものと思われる錫杖の頭や焚き火の跡が
発見されています。現在、剱岳へ登る一般ルート
は陸地測量部の登頂を阻んだ岩場をステンレス製
の鎖、梯子を頼りに登下降しながら登る別山尾根
からのものです。

２００９年、映画化された新田次郎作「剱岳・点の
記」を室蘭劇場で観ましたが、その時から測量士
としての立場、そして山を愛する者の立場から、

剱岳は一番登りたい山となりました。
今年 ９ 月１９日（木）、愛車X-TRAILに私の所属

する室蘭ロッククライミングクラブの ４ 人が乗り
小樽港を目指しました。午前１０時３０分定刻どおり
新日本海フェリー「ゆうかり」は出港しました。
夏の混雑時期を過ぎているため乗客は少なく、好
天で波の少ない海上から、春に登った積丹岳、神
威岬、渡島半島、奥尻島などの風景と風呂、コン
サート、映画をゆっくり楽しみ ９ 時就寝。

９ 月２０日（金）午前 ６ 時新潟港に着きました。
コンビニで朝食を買い高速道路に乗り立山町を目
指しましたが、全体的に内地の高速道路では道央

岩　崎　　　哲室蘭支部

基準点の父をたずねて
～北アルプス、剱岳へ～
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自動車道のようにスピードを出して走る車が少な
いのとトラックと軽自動車の数が多い印象を受け
ました。立山インターで高速を降り立山駅から
ケーブルカー、美女平から高原バスと乗り継ぎ室
堂に着いたのは午前１１時過ぎでした。

私の装備は、５８リッターのリックにヘルメッ
ト、ハーネス、行動食 ３ 食分、非常食 １ 食分、水
２ リッター、ツェルト、防寒着、５０メートルロー
プなどで重くなっていました。小屋泊まりなので
テント、シュラフ、夕食、朝食、ガス、コンロな
どを持たなくて良いのは救いでしたが、辛い登り
が始まりました。

雷鳥平から新室堂乗越、別山乗越を越えると剱
岳が目に飛び込んできました。

映画で観た剱岳はフイルムのせいかもしれませ
んが暗く、重たい印象でしたが、目の前にあるの
はキラキラと輝く大きな岩の塊でした。午後 ４ 時
３０分、 ２ ヶ月前に予約を入れてあった ２ 日間泊ま
る剱沢小屋に到着。剱沢小屋は蚕棚形式 ２ 段の１０
名定員の部屋が１３のこぢんまりとした小屋でし
た。料理は美味しく、１ 泊９, ０００円はヘリコプター
での荷揚げと営業期間が ４ ヶ月ほどなのを考える

と妥当なところか。満室の時は １ 日１２０万円ほど
の稼ぎになるのはすごい。

９ 月２１日（土）、午前 ５ 時に朝食をとり、 ５ 時
５０分、ヘルメット、ハーネスを付けた岩登りスタ
イルで剱岳を目指し出発しました。３００名収容の
剣山荘（けんざんそう）の前を通り、別山尾根に
取り付き、一服剱、武蔵のコル、前剱、前剱ノ門、
平蔵の頭、平蔵のコルを突破し、５０メートルほど
の岩場、カニのタテバイ（P２５の写真）へ着きま
した。小休止のあと、ステンレス製の鎖を頼りに
アドレナリン全開で必死に難所を突破、あとは穏
やかになった尾根道を、遠くに富士山、北アルプ
スの山々の風景を脳裏に焼き付けながらゆっくり
と１０時３０分、頂上に到着しました。頂上からは富
山湾、そして近くに白馬岳、鹿島槍ヶ岳、遠くに
槍ヶ岳、穂高連峰などが見え、 １ 時間以上北海道
の山とは違うスケール感の中に浸りました。北海
道、特に大雪山は横のスケールが大きく、北アル
プスは縦のスケールが大きいと感じました。下山
は平蔵のコルまでカニのタテバイではなく、カニ
のヨコバイを下りますが、岩壁の鎖を頼りに横に
トラバースし、さらに１５メートルの垂直の梯子を
降りる高度感にカメラを出す余裕はありませんで
した。午後 ４ 時３０分、剱沢小屋帰着。満室となっ
ていました。

９ 月２２日（日）午前 ６ 時、立山を越えて室堂ま
で、さらに新潟まで戻る １ 日が始まりました。多
分剱岳にはこれから来ることはないと思い剱沢小
屋前で記念写真を撮りました。午前 ２ 時起床、 ３
時出発で剱岳に登り、下山後兵庫県まで帰るグ
ループと同室となったため寝不足です。 ３ 時から
ヘッドランプの明かりを頼りに登るのは私たちに
は危険と思えるのですが、剣山荘の上の別山尾根
にヘッドランプの列が連なっていました。

カニのタテバイ
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７ 時３０分に別山南峰に着き、別山北峰までピス
トンしました。別山南峰から真砂岳へはいったん
下りそして登り返します。真砂岳からは立山へ向
かいますが立山は富士ノ折立、大汝山、雄山の三
山の総称です。富士ノ折立を通過し大汝山に着く
と眼下に黒部湖と黒部ダムが見えました。雄山に
は１０時４０分着。雄山神社で買った水は５００円でし
た。ビールもジュースもすべて５００円。何だかすっ
きりしない？

雄山には老若男女、沢山の人が登ってきまし
た。子供の数には驚きました。信仰心の厚い人が
多いのでしょう。雄山からは急なガレ場の登山道
を登ってくる人々に道を譲りながら一ノ越に降り
たのは１２時１５分です。室堂からは再び立山駅に向
かい、X-TRAILに乗り新潟へ向かいました。日
曜日は新潟からのフェリーの運航が無く、新潟中
央インターに近いビジネスホテルに泊まり、翌朝
５ 時に出発し高速道路をひた走ること ７ 時間、青
森に着いたのは１２時頃です。青函フェリーに乗船

し函館大沼から道央自動車道を走り室蘭へ戻った
のは ９ 月２３日午後 ９ 時です。

さすがに帰蘭後数日間は疲れが取れませんでし
たが、天侯に恵まれた最高の ５ 日間の山行でし
た。

PAからの会津磐梯山
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◎寄付講座を開催しました

平成２５年 ９ 月 ９ 日（月）、 ９ 月１８日（水）の ２
回にわたり、札幌工科専門学校において土地家屋
調査士寄付講座が開催されました。

札幌工科専門学校での本講座は今回が初の開催
となり、受講者は２８名（内女性 １ 名）でした。こ
の札幌工科専門学校は環境土木工学科、環境緑地
工学科、測量情報科等の学科を擁し多くの技術者
を輩出しています。

講師は札幌土地家屋調査士会の小川和紀副会長

が務めました。 １ 日目では主に土地家屋調査士と
はどんな資格なのか、ガイダンス的な内容を講師
の受験当時の体験を交えて講義されました。

また、 ２ 日目には少し具体的な内容として土
地、建物各登記の実例を講義しました。

続いて１０月３０日（水）、１１月 ６ 日（水）には北
海学園大学において「法職　不動産関連資格ス
タートアップ講座」と銘打って開催しました。

昨年に引き続き ２ 回目となった本年は、隣接す
る不動産関連の国家資格である不動産鑑定士、宅
地建物取引主任者とチームを組んでの開催で、法
学部と経済学部の学生が受講しました。

調査士会からの講師は伊早坂真男監事が初日
を、 ２ 日目には高橋育照常任理事が務めました。
伊早坂講師はガイダンスと実務話を、高橋講師は
体験談を交えて、資格を取って人生を豊かに！と
いう内容で講義がなされました。寄付講座の目的
は土地家屋調査士制度の広報のみならず、いづれ
私達の後輩になるかもしれない人材の水先案内人
になりたいとの思いで開催しており、今後も充実
に力を注いでまいります。

真剣に講義に臨む受講者

小　川　講　師 伊　早　坂　講　師
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平成２５年１１月 ９ 日（土）、１１月１０日（日）の ２ 日間
にわたり、札幌土地家屋調査士会において「葉月の会」
が開催されました。

この会は複数の土地家屋調査士会が年 １ 回集まり、
調査士を取り巻く現状、これからの調査士のあるべき
姿、またその方向と方法をコンパクトな形で協議、情
報交換を行う会です。

出席会は神奈川会、大阪会、愛知会、高知会、宮城
会、福岡会、そして札幌会です（名簿順）。

開催地は持ち回りで、第１３回の今回は札幌会がホス
ト役であり、各会の会長、副会長、部長、センター長
等総勢２４名の出席でした。

議題は総務、財務、業務、研修、ＡＤＲ、広報と会務の全般にわたります。
各会がそれぞれ抱える問題点あるいは共通点を確認、共有、展望していくもので、実り多い会議でし

た。次回開催は愛知会です。

ふた昔前、Breakthrough The Wagon とか、ひと昔前 Zero Crown などと印象的なTVCMが流れて
いたことを思い出しました。

車が好きで一定の年齢の方は、ああ、あれね！と首を縦に振るかもしれません。
前者はホンダの、後者はトヨタのCMなのですが、時は今この両方が混在しているような気がします。
「ブレイクスルー」は突破の意味もありますが、科学・技術の大進歩という意味も持ちます。「ゼロ」

は ０ であり無であり、また底ですが、私は“スタート地点”であり“始まり”の意味と捉えています。
たしかクラウンもそんなコンセプトだったようですが。

土地家屋調査士制度が発足して６０年を超えましたが、様々な国家資格にこの６０年を前後して大きな変
革の波が押し寄せました。細かな事例はおくとして、今までとは違うんだということと同時に基本は変
わっていないんだ、ということが同時にアタマを駆け巡るわけです。

土地家屋調査士はこれまでとは違った視点を持たなければ、制度そのものを含めて生き残れない。知
恵を出し合って「突破」しないと。と同時に原点をナイガシロにしては未来はない。という、ジレンマ
であり且つ葛藤であり、うーん人間は考える葦である…。

ひとまずは考える葦の末席に入れてもらい、「札調」を送り出します。「札調」もブレイクスルーして
ゼロを忘れずとの思いがありますが、「無難な」とか「普通は」とかを少しだけ脇に寄せて「何これ？」
という世界に入ろうかと思っております。

 （編集委員長　高橋育照）

◎ワイドエリアネットワーク「葉月の会」開催
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